地図で見る日本の女性 by 神谷 浩夫
金沢大学サテライトプラザ ミニ講演 
日時 平成１９年７月２１日（土） 午後２時～３時３０分 
会場 金沢大学サテライト・プラザ 講義室 
  
演 題 「地図でみる日本の女性」 










































 二つ目の問題です。人口 1000 人当たりの，25～29 歳の女性の出生率が最も低いのは，








































































 一つ目は「女性労働力率」の地図で 2000 年のものです，それから「合計特殊出生率」の
地図も 2000 年のもので，1998～2002 年の平均値です。そして「18 歳未満の子どもがいる
世帯における，３世代同居率」の地図です。 
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カ大陸を発見した 1492 年よりも 71 年前に，実際は既に中国から２万人の船団を組んで世
界中に散らばったと。ですから南極大陸の切れ切れの地図などはすべて中国人がもう既に
作っていて，コロンブスは中国人の作った地図を元にして，アメリカ大陸を発見したとい
う番組がありましたけれど，それはご存じでしたか。 
 
（神谷） いいえ，あまりに古いところはちょっと。 
 先ほど申し忘れましたけれども，入り口に本の案内がありましたが，実際に現物も持っ
てきましたので，もしご希望の方がありましたら，販売します。それから，もしお時間が
よろしければ，つたないお話ですけれども，講演の感想を紙にご記入いただければありが
たいと思います。よろしくお願いします。 
 
（質問者２） 今日この『地図でみる日本の女性』を，大学の先生としてどのように分析
して公開されたのか。それで男女共同参画の展望というか課題について，もしかしてご意
見をお聞きできるのかなという思いもあったので，少しお聞かせいただけないでしょうか。 
 
10 
（神谷） 私が詳しく調査したのは，実は東京で働いている女性がメーンで，あまり石川
県については調査をしていません。大体東京ですと４分の１ぐらいが 30 代の女性で，４分
の１ぐらいが独身の方で，実際に分かったのはこういう人たちが出生率を下げているとい
うことです。ではそういう人が仕事に燃えてバリバリ働いているかというと，必ずしもそ
うではありません。やはり家賃が非常に高い。だから働かざるを得ないというそういう状
況があるのです。だから出生率というのは，住宅費とかそういったトータルで暮らしやす
い環境を作らないことには，なかなか簡単に上げることはできないのです。 
 そして参考程度に，やはり東京がメーンですが，男性も少しだけ調べました。女性もそ
うなのですが，例えば独身の男性が，今言ったように「絶対に結婚しない。ずっと独身で，
これからも暮らすのだ。仕事一筋でやっていくのだ」とは，全然思っていないのです。ま
た，女性は都心の近くにマンションを買って独り暮らしをしますが，男性は郊外に一戸建
てを買うのです。「一戸建てを買うと，お嫁さんが来てくれるかな」と，勘違いするらしい
のです（笑）。 
 でも今の話で，郊外に家を買って住むと，女性は非常に働くのが大変になるわけです。
だからやはりそういうことこそが，男女共同参画ではないですけれども，一緒に働いてか
つ子育ても均等にして，近くに保育所があるというような環境の整備の方向に，なかなか
行っていないのです。まずは意識改革みたいなものが必要なのかなと東京の 30 代の独身男
女を見ていて，強く思いました。 
 
（質問者３） 日本には昔，マッカーサーの指令で夏時間がありました。アメリカの緯度
が日本と同じなのです。にもかかわらず日本では現在も夏時間の導入については全く声が
ない。なぜか。日本では「向こうのように，５時までにきちんと仕事をやめなさい」とい
うことに，国民が一致しない。これは文化の違い・民族の違いに加えて，忙しいというこ
とが関係あるのではないかと思います。 
 夏時間の場合，例えばヨーロッパで時間を確認すると，必ず本来の時間の１時間前にな
っているわけです。そのことについて，日本国民はほとんど知らない。向こうのように夏
時間を設けるということは，不可能なことでしょうか。 
 
（神谷） 簡単に言いますと，北欧などで，夏になぜあれだけ長い間休みを取るかという
と，太陽を浴びるのです。そうでないと紫外線不足で，クル病になってしまうのです。そ
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れに比べて，われわれは紫外線をたくさん受けていますので，私の体もそうですが，夏に
なるとすぐ黒くなってしまう。だから無理やりサマータイムで休みを取って，紫外線を浴
びる必要は全然ありません。むしろ，紫外線からできるだけ避けようとしていますので，
あまり必要性はないのです。 
 
（質問者３） アメリカの緯度は日本と変わらないのです。変わらないにもかかわらず，
アメリカでは非常に好評で，夏時間帯だからといって不況ではありません。それが日本で
は考えられない。以前日本でやったときには，不調でした。「人の楽しみは人が作る」とい
うことで，人権の問題もあるかもしれません。 
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